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研究成果の概要（和文）：樋口（2015, 2018）が作成した重度・重複障害児の学習成立の条件を活用し、重度・
重複障害児が能動的に取りくめる学習内容の選定と活動の場の設定を検討した。分析には、樋口（2019）の「行
動場面システムの評価」の区分を利用し、特に子どもの価値観を活かした環境設定の項目が効果的であった。大
人の価値観を押しつけず、子どもに合わせた集団内のヒエラルキーを設定することで、子ども同士のかかわりや
自発的な行動が増加した。運動障害が重度な場合は、他児童に視線を向ける上肢を他者の方へ動かすなどの行動
も観察された。ケーススタディで得た知見から、「改訂版 行動セッティングシステム構造の評価」を作成し
た。

研究成果の概要（英文）：We investigated the selection of learning content and setting of activity 
spaces for children with severe and multiple disabilities to actively participate in.Using 
behavioral assessment (Higuchi, 2021). Setting up an environment that reflected children's values 
was effective. By setting up a hierarchy that was tailored to each individual, children's 
interactions with each other and spontaneous behavior increased.Based on the findings from the case 
study, we created the "Revised behavioral assessment."
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研究成果の学術的意義や社会的意義
重度・重複障害児は、自分が身につけている行動様式や自分の価値観に合った行動で、外界に働きかける。その
ため、「教師が準備した教材や活動」と「自分がすでに身につけている行動様式や自分の価値観」とが合致しな
いと、活動に参加しない。これらに対し本研究の成果である「改訂版 行動場面システムの評価」は、授業を立
案する際の有益な参考資料となる。これを利用し「学習内容の選定」と「活動の場の設定」をすると、活動場面
の設定が容易になり、能動的な活動を引き出すことができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 

 
１．研究開始当初の背景 
 研究代表者は、重度・重複障害児の学習に影響する要素として、①対人関係の成立、②能 
動的に取りくめる学習内容の選定、③障害の特性に配慮した活動の場の設定の 3つの視点を 
示した（樋口, 2015, 2018）。 
これら 3 つの視点についての先行研究を概観すると、「①対人関係の成立」については、共同

注意（徳永, 2003; 菅・樋口, 2017）、共創コミュニケーション（土谷, 2016）、ネゴシエーショ
ン（土谷・菅井, 2000）など非常に多くの研究が存在する一方、「②能動的に取り組む学習内容
の選定」と「③障害の特性に配慮した活動の場の設定」に関する研究は少なかった。①に関する
研究が進み、重度・重複障害児の対人関係を成立させる方法が明らかになると、彼らの学習をど
うするかが次の課題となるがその方法が示されていなかった。 
 

２．研究の目的 
 樋口（2015, 2018）が作成した重度・重複障害児の学習成立の条件（①対人関係の成立、②能
動的に取りくめる学習内容の選定、③障害の特性に配慮した活動の場の設定）を活用し、重度・
重複障害児の能動的な学習を促進する「学習内容の選定方法」と「学習環境の設定方法」を示す
ことである。 
 

３．研究の方法 
（1）授業の検討を通しての「改訂版 構造の評価の項目」の再選定の検討を行った。 
（2）「改訂版 行動場面のシステム構造の評価」を基に研究協力者が在籍する機関の他の指導者

に使用させ改善を行った。 
 
４．研究成果 
樋口（2015, 2018）が作成した重度・重複障害児の学習成立の条件を活用し、重度・重複障害

児が能動的に取りくめる学習内容の選定と活動の場の設定を検討した。分析には、樋口（2019）
の「行動場面システムの評価」の区分を利用し、特に子どもの価値観を活かした環境設定の項目
が効果的であった。大人の価値観を押しつけず、子どもに合わせた集団内のヒエラルキーを設定
することで、子ども同士のかかわりや自発的な行動が増加した。運動障害が重度な場合は、他児
童に視線を向ける上肢を他者の方へ動かすなどの行動も観察された。ケーススタディで得た知
見から、「改訂版 行動セッティングシステム構造の評価（以下、システム構造の評価とする）」
を作成した。 
次に作成した評価表等を記述する。 

 
（1）改訂版 行動セッティングシステム構造の評価 
システム構造の評価を表 1に示す。 
 

 
この評価は、子どもだけに対する評価ではなく、環境を総合的に評価するものである。 
重度・重複障害児の意向を十分理解し、能動的に活動しようとする学習内容や環境設定を準備

するため、㋐子どもの評価（子ども同士の関係性も含む）、㋑教師の評価（かかわり方、コミュ
ニケーション方法等）、㋒学習内容の評価、㋓環境設定に対する評価（物理的環境と重度・重複



障害児の意向を活かす活動の設定等）の四者全てを評価の対象としている。 
 システム構造の評価の作成過程で、評価区分と内容例を整理するために地域療育センターや
特別支援学校でのケーススタディを行った。その回数は延べ 20 回にも上った。結果、各区分の
内容を精査できた。ここでは、下位項目の検討内容として①活動の目的・役割について報告する。 
 
（2）改訂版 行動セッティングシステム構造の評価の①活動の目的・役割について 
システム構造の評価の細分化した評価表（表 2 活動の目的・役割を検討する際の活動設定）

を作成した。 

 
ここでは、①活動の目的・役割についてのみ解説したい。 
「①活動の目的・役割」の評価区分は、活動設定理由、教育活動の中での活動の役割を示して

いる。学校では、学習指導要領に基づき、教育目標や能力の伸長を目指して考えられてきたが、 
重度・重複障害児の学習を行う際、健常児の学習と同様に初めから指導者側の意図（教育目標）
に基づいた学習を行うとうまくいかない場合が多いため、重度・重複障害児の意向も重視しなが
ら設定する必要があった。 
 ケーススタディの中で、地域療育センターの事例では子どもに合わせて自由に活動設定する
ことができたため、子どもの変容が早期に現れ表 2に反映することができた。しかし、学校では
学校の指導計画や学習指導要領に合わせて活動設定するケースが多く、子どもの能動性を引き
出す際に、柔軟に対応できないこともあり、学校で適用するための学校文化の問題も示された。 
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